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原
爆
投
下
か

ら
63
年
を
前
に

し
た
８
月
初

め
、
小
さ
な
記

事
に
怒
り
を
覚

え
た
。駐
日
米
国
大
使
の「
原
爆

投
下
は
戦
争
終
結
を
早
め
る
た

め
に
必
要
だ
っ
た
」
と
い
う
発

言
だ
。「
日
本
の
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
養
成
塾
」
と
い
う
高
校
生

な
ど
若
い
人
た
ち
を
集
め
た
場

で
の
発
言
だ
け
に
看
過
で
き
な

い
▼
こ
の
発
言
は
、
核
兵
器
を

含
め
た
武
力
行
使
を
正
当
化

し
、
軍
事
力
で
世
界
を
制
覇
し

よ
う
と
す
る
戦
後
米
国
の
戦
略

に
沿
っ
た
主
張
だ
。
米
国
の
学

校
で
も
そ
の
よ
う
に
教
育
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
▼
そ
れ
は
、
核

開
発
競
争
に
よ
る
核
戦
争
の
恐

怖
を
生
み
出
し
た
。
米
露
を
中

心
に
２
万
６
千
の
核
兵
器
が
今

も
存
在
す
る
。
米
国
は
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
侵
略
や
テ
ロ
と
の
戦
い

を
名
目
に
し
た
ア
フ
ガ
ン
、
イ

ラ
ク
へ
の
派
兵
な
ど
に
よ
り
多

数
の
人
々
の
命
を
奪
い
傷
つ
け

て
き
た
こ
と
に
も
繋
が
る
▼
し

か
し
、
こ
う
し
た
発
言
に
日
本

政
府
が
抗
議
し
た
こ
と
は
一
度

も
聞
か
な
い
。
昨
年
、
元
防
衛

大
臣
は
「
原
爆
投
下
は
し
よ
う

が
な
か
っ
た
」と
言
い
放
ち
、強

い
抗
議
を
受
け
る
あ
り
さ
ま
だ

▼
広
島
市
長
は
平
和
記
念
式
典

で
、「
政
府
に
は
憲
法
を
遵
守

し
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
主

導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

求
め
る
」と
訴
え
た
。近
畿
原
爆

症
認
定
訴
訟
元
原
告
の
木
村
民

子
さ
ん
は
地
域
の
戦
争
展
で
、

自
分
の
被
爆
体
験
や
兄
や
姉
た

ち
の
苦
し
み
、
と
も
に
闘
う
原

告
の
人
た
ち
が
結
果
を
待
た
ず

し
て
次
々
亡
く
な
っ
て
い
か
れ

る
こ
と
な
ど
を
熱
く
話
さ
れ
た
。

戦
争
容
認
の
発
言
を
見
逃
さ
ず

批
判
し
、
止
め
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

（
Ｋ
Ｋ
）

教育のつどい大阪2008年
―第58次大教組教育研究集会―

日時　10月25日（土）午後１時30分～
会場　大阪大学吹田キャンパス
　　　コンベンションセンターホール
講演　「希望と信頼育む民主的道徳教育とは」
　　　奥平康照さん（和光大学教授）

全体会

暴言撤回等の抗議・要請の集中を

　

９
月
19
日
に
開
会
さ
れ
る
府

議
会
は
、
来
年
度
予
算
の
方
向

性
を
議
論
す
る
重
要
な
議
会
と

な
り
ま
す
。「
子
ど
も
と
教
育

・
文
化
を
守
る
大
阪
府
民
会

議
」
は
、
子
ど
も
と
教
育
を
守

る
３
つ
の
緊
急
要
求
（
①
府
立

学
校
の
教
務
事
務
補
助
員
等
の

08
年
度
末
廃
止
を
撤
回
す
る
こ

と
、
②
す
べ
て
の
私
学
助
成
削

減
を
撤
回
し
、
抜
本
的
に
拡
充

す
る
こ
と
、
③
宿
泊
行
事
、
修

学
旅
行
な
ど
の
継
続
を
困
難
に

す
る
教
職
員
旅
費
の
改
悪
撤

回
）
を
掲
げ
、
署
名
運
動
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

３
５
０
人
の
雇
用
守
れ

　

府
高
教
臨
時
教
職
員
部
は
９

月
５
日
決
起
集
会
を
開
催
、
こ

の
な
か
で
筆
保
勝
府
高
教
委
員

長
は
「
33
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
知
事

２
回
の
集
会
に
７
５
０
名
が
参

加
す
る
と
り
く
み
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
定
時
制
高
校
に
通
う
小

田
純
子
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

「
活
動
が
報
わ
れ
私
学
助
成
削

減
の
幅
が
縮
め
ら
れ
、
定
時
制

高
校
の
教
科
書
無
償
制
度
が
守

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
来
年
は

ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

当
事
者
の
高
校
生
の
願
い
集
め

が
ん
ば
り
ま
す
」。

教
育
に
支
障

き
た
す
旅
費
削
減

　

７
月
の
教
職
員
旅
費
制
度
の

へ
要
請
を
行
な
う
な
ど
画
期
的

な
共
同
が
ひ
ら
か
れ
た
。
こ
の

力
に
確
信
を
も
と
う
」
と
力

説
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
４
人

が
発
言
し
、「
生
活
を
壊
さ
れ

て
な
る
も
の
か
」「
理
科
実
験

の
実
施
が
困
難
と
な
り
、
し
わ

寄
せ
は
生
徒
が
う
け
る
」
な
ど

た
た
か
う
決
意
が
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

学
ぶ
権
利
奪
う
な

　

「
大
阪
の
高
校
生
に
笑
顔
を

く
だ
さ
い
の
会
」
は
、
２
０
０

０
を
こ
え
る
高
校
生
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
集
め
知
事
に
提
出
し
、

改
悪
で
、
宿
泊
行
事
で
は
素
泊

ま
り
分
し
か
支
給
さ
れ
ず
、
日

当
も
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
校
で
は
大
き
な
混
乱
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

「『
ど
う
し
て
修
学
旅
行
中

の
食
事
代
が
で
な
い
の
だ
。
仕

事
で
行
っ
て
い
る
の
に
』
と
教

職
員
は
怒
っ
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は
大
教
組
事
務
職
員
部
の

田
代
寛
文
さ
ん
。「
今
年
度
の

旅
費
予
算
が
２
割
も
削
減
さ

れ
、
市
内
出
張
の
交
通
費
さ
え

全
額
支
給
で
き
な
い
の
に
、
旅

費
制
度
改
悪
は
現
場
の
実
態
を

無
視
し
て
い
ま
す
」
と
批
判
し

ま
す
。

　

教
育
活
動
に
大
き
な
支
障
を

き
た
す
旅
費
制
度
改
悪
は
撤
回

し
、
十
分
な
予
算
確
保
は
緊
急

の
課
題
で
す
。

知事へ申し入れを行なう正重書記長（中央）と田中書記次長（９月８日）

９
・
５
府
高
教
臨
教
部

決
起
集
会（
写
真
下
）。

写
真
上
は
全
国
か
ら
の

連
帯
の
寄
せ
書
き

資質・資格問われる知事と
しての

　

橋
下
知
事
に
よ
る
府
民
の
常
識
か
ら
は
信
じ

が
た
い
暴
言
、
無
法
行
為
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
全
国
一
斉
学
力
調
査
」
の
問
題
で
は
「
調
査

結
果
非
公
開
な
ら
府
教
委
は
解
散
、
小
中
学
校

課
は
い
ら
な
い
」
な
ど
と
放
言
し
、
ま
た
私
設

秘
書
を
使
っ
て
、
府
立
国
際
児
童
文
学
館
の
職

員
や
利
用
状
況
を
ビ
デ
オ
で
「
隠
し
撮
り
」
し

て
い
た
こ
と
も
発
覚
し
ま
し
た
。
大
教
組
は
こ

う
し
た
重
大
事
態
に
対
し
、
書
記
長
談
話
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
各
単
組
・
支
部
に
知
事
へ

の
暴
言
撤
回
等
の
抗
議
、
要
請
運
動
を
よ
び
か

け
ま
し
た
。

単組・支部から

●�「（全国一斉学力調査結
果を）市町村が公表しな

いとか、自由になるなら
、府教委は解散する」

「府教委は義務教育から
引く」「（全国一斉学力

調査を担当する府教委の
）小中学校課には予算

をつけない」【９月７日
「朝日」】

●�PTAについて「機能
していない。役職だけ

が

独り歩きしている」【９
月７日「朝日」】

●�全国一斉学力調査の結
果公表について「くそ教

育委員会が『公表しない
』と言っている」「公

開、非公開によって平成
21年度から予算で差を

つける」【９月８日「産
経」】

●�橋下知事の児童文学
館「隠し撮り」につい

て

「なんの努力の形跡もう
かがわれない」「民間だ

ったら当たり前のリサー
チ」「実際は漫画図書

館」【９月７日「毎日」】

●�教育非常事態宣言につ
いて「ダメ教員は排除し

て、教員のがんばりをも
っと引き出す」「ダメ

教員は去ってもらうため
、分限免職は厳格に適

用」【９月６日「朝日」】

新聞報道から

１�．新聞報道によると、橋下知事は、「全国一斉学力調査」の結果公表を受
け、大阪府教育委員会に対し、市町村教委が各市町村の結果を公表すること
を要請するよう求め、「市町村が公表しないなら府教委は解散する」「市町村
別に結果を公表すれば、どこの市町村が仕事をしていないかすぐわかる」
「公開、非公開によって市町村の予算配分に差をつける」「クソ教育委員会
が『発表しない』といっている」などの発言を繰り返しています。保護者や
府民の声を代表して35人学級の存続運動にとりくんできたPTAに対しても、
「機能していない。役職が一人歩きしている」など、一方的な批判をしてい
ます。

　�　さらに、府立児童文学館の施設内を「現状把握のために」私設秘書を使っ
てこっそりビデオで撮影し、他の施設も同様に調べる態度を明らかにしてい
ます。

１�．こうした知事の一連の言動は、知事としての資質、資格を根本的に疑わせ
るものです。

　�　教育にかかわる知事の発言は、一般行政から独立した教育委員会の自主性
や「学力調査」の参加主体である市町村教委の権限、PTAの自主的活動の役
割を知事自らが無視してふみにじる教育介入です。

　�　また、ビデオでの盗み撮りに至っては、府民と府職員に対する人権侵害行為
であり、府の個人情報保護条例に違反するものであり、自らの目的遂行に反対
する意見や声を押さえ込むためには手段を選ばない姿勢を示したものです。

　�　府民は、選挙によって知事を選んだからといって、こうした独断的な施策
の遂行や手段を知事に託したわけではありません。教職員や府職員への不信
をあおり、教育関係者、行政関係者の努力に水を差すこうしたやり方は、府
民の願いとはまったく逆のものです。

１�．私たちは、大阪の教育に大きな責任を負うものとして、知事の一連の暴言
の撤回と無法行為の中止を求めます。そして、父母・教職員、教育関係者と
とともにこれまでの教育を守り発展させる施策をいっそう発展させるために
力をつくします。

� 2008年９月８日　大教組書記長　正重哲美

橋下知事の暴言の撤回、無法行為の中止を求めます

知
事
は
暴
言
を
撤
回
し
、無
法
行
為
や
め
よ

９
月
府
議
会
へ
緊
急
署
名

⃝
非
常
勤
職
員
の
解
雇
撤
回　

⃝
私
学
助
成
削
減
撤
回　

⃝
旅
費
制
度
改
悪
撤
回


